
2019年(平成31年)

２月７日

№54
は ち ま ん た い 議 会 だ よ り

■議員と語る会…………Ｐ２

■１２月定例会……………Ｐ４

■一般質問(９人)………Ｐ７

主な内容

―  松野小学校  ―

輝く笑顔で
深める友情
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　八幡平市議会は平成30年11月24・25日の両日、議会報告会「議員と語る会」を

開催しました。市内４会場で開かれた議員と語る会には市民など56人が参加。

議員自らが平成30年第３回定例会などの議会報告をしたほか、市政全般につい

て意見交換を行いました（掲載は主なもの）。

市政への提言強化
のため市民と対話

議員と
語る会

議員が４会場に分かれて参加者と意見交換しました

大更コミュニティセンター(１１月２5日）

▼ 

安
代
漆
器
工
房
の
卒
業
生
が
定
住
で

き
る
よ
う
、
空
き
家
を
活
用
し
た
工

芸
村
的
な
も
の
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

五
日
市
コ
ミ
セ
ン
の
移
転
先
を
、
早

期
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

▼ 

老
朽
化
し
た
安
代
地
区
交
通
指
導
隊

車
を
新
車
に
更
新
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼ 

文
化
財
の
保
存
と
、
活
用
対
策
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

▼ 

議
員
と
語
る
会
を
、
新
年
度
予
算
要

求
に
反
映
で
き
る
時
期
に
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

１  班
荒
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
２4
日

●

■
参
加
者　

１9
人

荒屋コミュニティセンター
(１１月２4日）

▼ 

議
会
だ
よ
り
の
賛
否
の
分
か
れ
た
議

案
と
し
て
、
議
案
第
１２
号
し
か
載
っ

て
な
い
。
他
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

▼ 

空
き
家
対
策
を
も
っ
と
し
っ
か
り

や
っ
て
ほ
し
い
。
近
隣
は
、
大
変
迷

惑
し
て
い
る
。

▼ 

大
更
駅
前
開
発
の
内
容
、
進
捗
状
況

が
分
か
ら
な
い
。

▼ 

大
更
駅
前
の
道
路
工
事
な
ど
が
始
ま

り
、
住
宅
移
転
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
崩
れ
掛
か
っ
て
い
る
。

▼ 

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
毎
回
天
引

き
さ
れ
、
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
、
大
変
で

あ
る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

▼ 

大
更
森
合
線
の
拡
張
計
画
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

▼ 

市
政
に
関
わ
る
こ
と
で
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
場
が
少
な
い
。
も
っ
と
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
環
境
が
ほ
し
い
。

▼ 

産
業
ま
つ
り
を
、
市
全
体
で
や
っ
た

ら
ど
う
か
。
他
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
。

３  班
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
２5
日

●

■
参
加
者　

２7
人

▼ 

八
幡
平
市
総
合
運
動
公
園
内
（
大
更
）

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
設
に
、
備
品

購
入
の
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

▼ 

Ｊ
Ａ
新
岩
手
の
、
西
根
総
合
支
所
移

転
に
関
す
る
現
状
を
知
り
た
い
。

▼ 

タ
ー
タ
ン
（
合
成
ゴ
ム
）
の
陸
上
競

技
場
を
造
っ
て
ほ
し
い
。

▼ 

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
、
工
事

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

▼ 

宅
地
に
建
物
が
な
い
場
合
の
、
課
税

基
準
や
方
法
を
知
り
た
い
。

▼ 

空
き
家
の
、
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

の
実
態
を
伺
い
た
い
。

２  班
平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
２4
日

●

■
参
加
者　

４
人

平舘コミュニティセンター
(１１月２4日）

２  班
松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●

１１
月
２5
日

●

■
参
加
者　

６
人

▼ 

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
と
は
、

ど
の
よ
う
な
競
技
か
。

▼ 

八
幡
平
頂
上
付
近
の
道
路
整
備
お
よ

び
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
工
事
状
況
は
。

▼ 

元
御
在
所
温
泉
付
近
か
ら
五
色
沼
ま

で
の
遊
歩
道
お
よ
び
、
周
遊
道
路
の

整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

▼ 

国
立
公
園
八
幡
平
の
開
発
整
備
計
画

は
、
自
然
保
護
を
基
本
方
針
に
進
め

る
べ
き
だ
。

▼ 

松
野
・
寄
木
の
統
合
保
育
所
建
設
に

お
い
て
は
、
付
近
の
交
通
状
況
を
考

慮
し
、
総
合
的
に
設
計
す
る
べ
き
だ
。

松尾コミュニティセンター
(１１月２5日）

▼ 

大
更
駅
前
に
、
岩
手
山
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

▼ 

市
内
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
き
な
会

議
を
開
け
る
文
化
ホ
ー
ル
が
な
い
。

▼ 

西
根
総
合
支
所
の
、
今
後
の
活
用
方

法
は
。

大更コミュニティセンター
(１１月２5日）

議員と語る会に参加いただき

ありがとうございました

　各会場の実施報告書や参加者のアン

ケート結果、要望・提言などに対する

市の回答(対応方針）の全文など、議員

と語る会について、詳しくは八幡平市

議会のホームページに掲載します。
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冷
房
設
備
設
置
費
な

ど
増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
９
０
９

４
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
２
３
９

億
３
０
８
９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

農
地
防
災
ダ
ム
管
理
事
業

　

７
４
２
万
６
千
円

▼ 

小
学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事
（
設

計
・
監
理
）
委
託
料

　

３
９
９
７
万
５
千
円

▼ 

小
学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事
請
負
費

　

４
億
６
６
３
０
万
９
千
円

▼ 

中
学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事
（
設

計
・
監
理
）
委
託
料

　

２
０
８
６
万
４
千
円

▼ 

中
学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事
請
負
費

　

２
億
４
９
０
５
万
２
千
円

　

な
お
、
こ
の
主
な
歳
出
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
事
業

完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
計
上

予
算
の
う
ち
、
平
成
30
年
度
で
支
出
す

る
予
算
以
外
の
予
算
に
つ
い
て
、
平
成

3１
年
度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

12月定例会

市内小中学校に冷房設

備設置予算などを可決

●会期　１２月５日～１２月１4日(１0日間)

１２月定例会議案採決

今回は

市長提出議案　２２件

請願　　　　　１件

報告　　　　　１件

文
化
財
の
保
護
事
務 

市
長
部
局
に
移
管

　

文
化
財
保
護
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
所
管
と
さ
れ
て
い
る
文
化

財
保
護
の
事
務
を
市
長
部
局
で
担
当
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
条
例
改
正

す
る
も
の
で
す
。

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
長

部
局
に
移
管
後
の
文
化
財
の
活

用
策
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

条
例
改
正
に
つ
い
て
、
地
域
振

興
協
議
会
か
ら
も
要
望
が
あ
っ

た
。
県
教
委
に
も
相
談
し
た
が
、

地
区
コ
ミ
セ
ン
と
連
携
を
深
め
、

文
化
財
行
政
に
ま
い
進
す
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
１
号
】　

八
幡
平
市
教
育
に
関
す
る
事

務
の
職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
及
び
八

幡
平
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

【
議
案
第
７
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

１
億
６
９
２
０
万
円

減
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
９
２

０
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
２
３
１

億
３
９
９
５
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

私
立
保
育
所
整
備
事
業

　

１
億
２
８
９
１
万
３
千
円
（
減
額
）

▼ 

観
光
振
興
対
策
事
業

　

１
２
９
９
万
４
千
円
（
減
額
）

▼ 

観
光
客
誘
致
対
策
事
業

　

２
６
４
９
万
２
千
円
（
減
額
）

▼ 

都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
整
備
事

業

　

３
６
５
３
万
円
（
減
額
）

▼ 

八
幡
平
市
中
学
校
体
育
連
盟
補
助
金

　

２
８
９
万
２
千
円

待
機
児
童
数
と
必
要
な
保
育
士

は
何
名
か
。
保
育
士
確
保
の
た

め
の
事
業
変
更
の
内
容
を
伺
う
。

待
機
児
童
数
は
２6
名
で
、
保
育

士
は
９
名
必
要
で
あ
る
。
宿
舎

借
り
上
げ
補
助
を
や
め
、
新
規

採
用
の
保
育
士
に
月
額
１
万
円

の
補
助
金
を
３
年
間
支
給
す
る
。

ＱＡ

佐比内の山の神
（市指定有形文化財）

１
０
０
歳
長
寿
祝
金 

10
万
円
を
３
万
円
に

　

平
成
２6
年
度
の
市
の
１
０
０
歳
到
達

者
は
５
人
。
２9
年
度
は
１6
人
で
、
今
後

も
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
県
内
市

町
村
の
例
を
勘
案
し
、
１
０
０
歳
長
寿

祝
金
を
１0
万
円
か
ら
３
万
円
に
改
定
し
、

八
幡
平
市
共
通
商
品
券
で
支
給
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

１0
万
円
の
長
寿
祝
金
は
、
県
内

で
も
誇
れ
る
施
策
で
あ
り
、
敬

老
精
神
を
高
め
る
た
め
に
も
現

行
で
継
続
す
る
べ
き
で
あ
る
。

県
内
市
で
１0
万
円
支
給
は
、
当

市
と
久
慈
市
だ
け
。
滝
沢
市
で

は
、
支
給
し
て
い
な
い
。
敬
老

精
神
は
尊
重
す
る
が
、
市
の
高

齢
者
推
移
と
県
内
支
給
状
況
を

見
て
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

４
月
１
日
か
ら
７
割
削
減
し
、

３
万
円
と
す
る
こ
と
は
、
性
急

で
は
な
い
か
。

社
会
情
勢
や
全
体
像
を
見
直
し
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
高
齢
者
福

祉
の
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
３
号
】　

八
幡
平
市
長
寿
祝
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

ＱＡ

畑
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
可
能
性
調
査
の
、
今

年
度
の
内
容
を
伺
う
。

年
度
内
に
２
回
目
の
検
討
会
を

開
く
予
定
で
、
国
の
理
解
を
得

る
た
め
に
、
必
要
性
の
具
体
的

な
内
容
整
備
に
努
力
し
て
い
る
。

図
書
館
協
議
会
委
員
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
の
、
追
加
予
算
に

つ
い
て
内
容
を
伺
う
。

大
更
駅
前
に
建
設
予
定
さ
れ
て

い
る
市
立
図
書
館
移
設
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
の
、
委
員
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
の
追
加
予
算
で
あ
る
。

ＱＡ

西根総合支所前の市立図書館

ＱＡ

中渡工場整備予定地

企
業
誘
致
対
策
費
の
中
渡
工
場

適
地
造
成
工
事
の
予
算
が
、
３

５
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

市
内
の
食
料
品
製
造
業
者
か
ら
、

当
該
用
地
は
場
所
的
に
も
良
好

で
、
受
注
を
増
産
さ
せ
る
た
め

に
も
、
こ
の
工
場
用
地
を
自
社

で
購
入
し
、
自
社
で
造
成
し
た

い
と
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
の
減
額
で
あ
る
。
市
は
そ
の

業
者
と
、
工
場
の
立
地
を
進
め

る
た
め
に
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

ＱＡ

【
議
案
第
１9
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
６
号)
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公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

計
画
的
な
改
修
・
解
体

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

問　

公
共
施
設
の
経
年
劣
化
も

相
当
進
ん
で
い
る
と
予
測
さ
れ

る
。
管
理
計
画
策
定
時
期
で
は
。

市
長　

個
別
の
管
理
計
画
策
定

に
向
け
た
素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　

人
口
減
少
や
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
市
営
住
宅
の
長
寿
命

化
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

市
長　

平
成
3２
年
度
に
計
画
見

直
し
を
予
定
。
現
計
画
の
検
証

お
よ
び
課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

問　

西
根
総
合
支
所
の
活
用
で
、

そ
の
後
の
協
議
内
容
を
伺
う
。

副
市
長　

Ｊ
Ａ
か
ら
支
所
を
集

約
化
す
る
方
向
で
打
診
が
あ
っ

た
。
市
は
、
無
償
譲
渡
、
職
員

用
駐
車
場
は
有
償
譲
渡
で
提
案

し
、
現
在
、
Ｊ
Ａ
が
市
の
提
案

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

新
た
な
方
策

問　

超
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

社
会
保
障
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
方
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

介
護
予
防
事
業
を
行
い

な
が
ら
、
介
護
給
付
費
増
加
の

抑
制
に
努
め
て
い
く
。

問　

高
齢
者
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
の
考
え
は
。

市
長　

維
持
管
理
費
、
市
財
政

の
見
通
し
な
ど
を
勘
案
し
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問　

松
尾
総
合
運
動
公
園
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
併
設
し
た

複
合
施
設
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

地
域
振
興
課
長　

管
理
上
、
現

在
の
体
制
で
は
困
難
で
あ
る
。

問　

近
隣
市
町
か
ら
交
流
人
口

が
増
加
し
、
経
済
効
果
が
高
い

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

副
市
長　

体
育
協
会
や
、
現
状

の
利
用
状
況
を
聴
取
し
た
上
で

判
断
し
て
い
き
た
い
。

井上　辰男 議員 (八起会)………0７

　・公共施設などの老朽化問題および利活用に
　　ついて
　・超高齢化社会への対応について
　・危機管理意識の共有について

関　　治人 議員 (八起会)………0８

　・特定不妊治療助成金について
　・スマートインターチェンジについて

渡辺　義光 議員 （市民クラブ)…0８

　・新市立病院周辺の環境整備について
　・事務ミスを防ぐ組織の改善について

立花　安文 議員 （八起会)………0９

　・鳥獣害対策について
　・あしろ保育園の定員数の拡大について
　・（仮称）八幡平市山間過疎地域振興条例の制
　　定について

北口　　功 議員 （無会派)………10

　・森林経営管理法の成立に伴う八幡平市の取
　　り組みについて
　・八幡平市における風疹対策について
　・八幡平温泉郷における街灯整備の取り組み
　　について
　・市道、下水道工事の未着工事業について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)…10

　・学校給食の在り方について

　・雑穀生産の振興について

髙橋　悦郎 議員 （日本共産党)…11

　・八幡平市人口ビジョンおよびまち・ひと・
　　しごと創生総合戦略について
　・公立学校へのエアコン設置について

　・国民健康保険について

小野寺昭一 議員 （八起会)………12

　・県立高等学校再編計画について
　・スポーツ振興について

米田　定男 議員 (日本共産党)…12
　・学校給食について
　・空き家対策について

・統合保育所建設に関わる道路整備について

９人が市政を問う

一 般

質 問

西根相撲練習場（築 48 年）
※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

平成30年第４回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 １１ １２ １3 １4 １5 １6 １7 １8 １9

議決結果

関　
　

治
人
（
八　

起　

会
）

羽
沢　

寿
隆
（
八　

起　

会
）

工
藤　

多
弘
（
松　

西　

会
）

勝
又　

安
正
（
八　

起　

会
）

北
口　
　

功
（
無　

会　

派
）

工
藤　

隆
一
（
八　

起　

会
）

田
村　

善
男
（
八　

起　

会
）

井
上　

辰
男
（
八　

起　

会
）

立
花　

安
文
（
八　

起　

会
）

渡
辺　

義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　

直
道
（
無　

会　

派
）

古
川　

津
好
（
松　

西　

会
）

田
村　
　

孝
（
八　

起　

会
）

髙
橋　

悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤　
　

博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

関　

善
次
郎
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

髙
橋　

光
幸
（
松　

西　

会
）

米
田　

定
男
（
日
本
共
産
党
）

小
野
寺
昭
一
（
八　

起　

会
）

議　案
第３号

八幡平市長寿祝金
条例の一部を改正
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ 原案可決

請　願
第４号

消費税１0％増税の
中止を求める請願
書

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 不採択

消
費
税
10
％
増
税
を 

中
止
の
請
願
不
採
択

　

消
費
税
１0
％
増
税
の
中
止
を
求
め
る

内
容
で
す
（
請
願
者
＝
岩
手
県
消
費
税

廃
止
各
界
連
絡
会
代
表
・
関
沢
淨
、
紹

介
議
員
＝
髙
橋
光
幸
、
髙
橋
悦
郎
、
関

善
次
郎
）
。

■
総
務
常
任
委
員
会
が
審
査

▼
委
員
会
の
審
査
結
果　

採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
（
消
費
税
は
、
急
激
に
進

む
少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
、
子
育

て
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
充
実
の

た
め
に
必
要
な
財
源
で
は
あ
る
が
、
依

然
と
し
て
個
人
消
費
の
低
迷
が
続
い
て

お
り
、
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
、
景
気

の
さ
ら
な
る
冷
え
込
み
を
招
き
か
ね
ず
、

住
民
の
く
ら
し
、
地
域
経
済
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
軽
減
税
率
導

入
に
よ
る
混
乱
も
危
惧
さ
れ
る
た
め
、

制
度
の
説
明
や
、
周
知
徹
底
を
十
分
に

行
う
必
要
が
あ
り
、
来
年
１0
月
の
引
き

上
げ
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。
）

【
反
対
討
論
】　

田
村
善
男
議
員

　

増
税
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る

【
請
願
第
４
号
】　

消
費
税
１0
％
増
税
の
中
止
を

求
め
る
請
願
書

が
、
２
０
１
２
年
３
月
に
３
党
合
意
に

基
づ
き
、
２
０
１
５
年
１0
月
か
ら
１0
％

に
引
き
上
げ
る
法
律
が
成
立
し
て
い
る
。

特
定
の
者
に
負
担
が
集
中
せ
ず
、
働
い

て
い
る
人
、
働
い
て
い
な
い
人
、
高
齢

者
を
含
め
、
世
の
中
の
全
員
で
広
く
負

担
す
る
消
費
税
が
、
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
社
会
保
障
財
源
に
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

米
田
定
男
議
員

　

こ
れ
ま
で
の
消
費
税
収
入
総
額
は
約

３
７
２
兆
円
、
同
期
間
に
減
額
さ
れ
た

法
人
税
は
約
２
９
１
兆
円
で
あ
る
。
消

費
税
増
税
分
の
ほ
と
ん
ど
が
、
法
人
税

減
税
の
穴
埋
め
分
に
な
っ
た
。
一
方
で
、

大
企
業
の
内
部
留
保
は
約
４
４
３
兆
円

に
ま
で
達
し
た
。
税
制
度
の
本
来
の
趣

旨
は
、
所
得
の
再
分
配
に
あ
る
。
現
状

は
そ
れ
に
逆
行
し
、
１0
％
へ
の
増
税
は

拍
車
を
掛
け
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
本
会
議
議
決
結
果　

１２
月
７
日
に
開

催
し
た
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
賛
成

多
数
で
「
採
択
」
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
が
、
１２
月
１4
日
の
本
会
議
で

は
、
賛
成
少
数
で
「
不
採
択
」
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

総
務
常
任
委
員
長
か
ら
、
提
出
し
て
い

た
意
見
書
（
委
員
会
発
議
案
）
取
り
下

げ
の
申
し
出
が
あ
り
、
議
長
が
こ
れ
を

許
可
し
ま
し
た
。



一 般 質 問 一 般 質 問

09 №54 08№54

問　

畑
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
可
能
性
調
査
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

市
、
国
交
省
岩
手
河
川

国
道
事
務
所
、
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
、
県
、
県
警
に
よ
り
、
第
１

回
整
備
検
討
会
が
開
催
さ
れ
た
。

必
要
性
や
、
設
置
な
ど
を
整
理

し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
「
国

に
よ
る
可
能
性
調
査
」
の
採
択

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

設
置
場
所
は
、
今
後
観
光

客
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
、
費
用

対
効
果
の
高
い
安
比
エ
リ
ア
に

設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

現
在
、
設
置
場
所
は
特

定
し
て
い
な
い
が
、
安
比
エ
リ

ア
付
近
も
検
討
箇
所
に
加
え
て

い
く
。

田
山
Ｐ
Ａ
に
流
入
路

問　

か
づ
の
厚
生
病
院
付
近
の

高
速
道
路
に
、
緊
急
車
両
専
用

の
流
入
路
が
建
設
さ
れ
た
。
建

設
コ
ス
ト
は
低
く
、
地
域
医
療

に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
入

路
を
、
田
山
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
に
設
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長　

田
山
地
域
に
お
い
て
、

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
設
置
場
所
も
有
利
な
条

件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

設
置
の
可
能
性
を
調
査
・
検
討

し
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

特
定
不
妊
治
療
助
成

問　

特
定
不
妊
治
療
助
成
金
の

引
き
上
げ
の
要
望
に
対
し
、
進

捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

高
額
な
医
療
費
を
要
し

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
国
、

県
の
動
向
を
見
極
め
、
助
成
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

安
比
に
Ｓ
Ｉ
Ｃ
設
置
要
望

整
備
計
画
検
討
会
を
開
催

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員
（八起会）

平
成
32
年
３
月
新
病
院
完
成

市
道
、
踏
切
な
ど
順
次
整
備

渡
わたなべ

辺　義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

鹿角市の緊急流入路着々と進む新市立病院建設

問　

あ
し
ろ
保
育
園
の
定
員
数

50
名
は
、
荒
沢
地
域
の
児
童
数

か
ら
見
て
適
正
か
。

市
長　

荒
沢
地
域
の
就
学
前

の
児
童
数
は
90
人
ほ
ど
で
あ

る
。
畑
保
育
園
の
定
員
数
が
１２

名
で
、
合
計
6２
名
の
定
員
数
で

あ
る
。
90
人
中
、
保
育
園
を
利

用
し
な
い
当
市
の
割
合
は
２
割

（
１8
人
）
で
、
7２
名
の
入
園
が

見
込
ま
れ
る
。
制
度
上
、
定
員

の
１
２
０
％
（
74
名
）
ま
で
入

園
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
定
員
数
は
現
状
で
支
障
が

な
い
。

問　

年
度
途
中
、
実
家
な
ど
に

子
ど
も
連
れ
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

来
る
方
が
い
る
。
こ
の
児
童
数

は
、
予
測
し
な
い
の
か
。

市
長　

特
段
予
測
し
な
い
。

鳥
獣
捕
獲
応
援
隊
を 

設
置
し
負
担
軽
減
を

問　

荒
沢
地
域
に
は
、
猟
友
会

員
が
３
人
し
か
い
な
い
。
猟
友

会
員
の
過
度
な
有
害
鳥
獣
捕
獲

業
務
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
狩
猟
免
許
が
な
く
て
も
ワ

ナ
の
見
回
り
や
再
設
置
が
で
き

る
捕
獲
応
援
隊
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

市
長　

市
猟
友
会
の
意
見
を
聞

い
て
検
討
し
た
い
。

問　

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
付
き
の

箱
ワ
ナ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

１
台
程
度
の
試
験
的
な

導
入
に
つ
い
て
、
市
猟
友
会
の

意
見
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
内
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
、

イ
ノ
シ
シ
の
生
息
状
況
を
伺
う
。

市
長　

国
、
県
が
調
査
し
て
い

る
の
で
、
今
後
、
明
ら
か
に
な

る
。
平
成
２9
年
度
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
捕
獲
実
績
は
4２
頭
、
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
実
績
は
な
い
。

あ
し
ろ
保
育
園
の
定
員
拡
大

現
状
の
定
員
で
支
障
は
な
い

立
たちばな

花安
やすふみ

文 議員
（八起会）

問　

新
市
立
病
院
は
、
平
成
3２

年
３
月
１9
日
に
竣
工
予
定
で
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

3１
年
度
は
新
病
院
開
設
に
向
け

て
、
周
辺
の
道
路
や
踏
切
改
良

な
ど
総
合
的
な
整
備
と
、
集
中

し
た
予
算
措
置
が
必
要
と
考
え

る
。
次
年
度
の
予
算
概
要
と
、

具
体
的
な
整
備
計
画
を
伺
う
。

市
長　

新
病
院
開
設
に
向
け
周

辺
の
市
道
大
更
中
央
線
、
駅
東

線
、
山
子
沢
線
な
ど
の
舗
装
や

改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

夏
間
木
踏
切
は
、
3１
年
度
に
整

備
予
定
で
あ
る
。
松
子
踏
切
は
、

駅
東
側
の
事
業
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
て
市
道
松
子
線
と
一
体
的

な
改
良
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

近
年
、
集
中
豪
雨
で
周
辺

地
域
の
用
排
水
が
増
水
し
濁
流

も
顕
著
で
、
床
下
浸
水
も
あ
る
。

現
場
調
査
と
検
証
を
望
む
。

市
長　

病
院
建
設
や
道
路
整
備

で
舗
装
面
が
多
く
な
り
集
中
的

な
増
水
が
予
測
さ
れ
る
。
駅
東

側
周
辺
の
用
排
水
路
の
系
統
や
、

水
路
断
面
の
調
査
を
検
討
す
る
。

誤
り
や
ミ
ス
の
訂
正

問　

９
月
定
例
会
で
指
摘
し
た

八
幡
平
市
総
合
計
画
や
各
種
計

画
書
記
載
の
大
更
駅
利
用
者
数

に
は
、
数
年
間
降
車
人
員
が
含

ま
れ
て
い
な
い
。
数
値
誤
り
で

あ
る
。
早
急
に
訂
正
し
、
市
民

や
議
会
に
弁
明
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

担
当
者
、
課
長
、
副
市

長
ま
で
、
ミ
ス
や
手
違
い
の
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

問　

現
在
進
行
中
の
計
画
書
で

あ
り
、
事
務
執
行
や
市
民
活
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
。

副
市
長　

諸
計
画
書
に
１7
件
の

誤
記
載
が
あ
っ
た
。
心
か
ら
お

詫
び
し
、
早
急
に
対
応
す
る
。

１0 月から３歳児以上保育料無料
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問　

新
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
森

林
経
営
管
理
法
（
森
林
バ
ン
ク
）

は
、
森
林
の
有
効
活
用
と
林
業

振
興
に
役
立
ち
、
小
規
模
所
有

者
や
市
内
に
不
在
の
方
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

今
後
、
示
さ
れ
る
事
務

の
手
引
き
を
確
認
し
、
当
市
の

実
情
に
合
っ
た
同
法
に
対
す
る

対
応
や
、
市
独
自
の
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

風
疹
へ
の
対
策
の

取
り
組
み

問　

年
々
患
者
数
が
増
加
し
て

い
る
、
風
疹
に
対
す
る
取
り
組

み
を
伺
う
。

市
長　

女
性
と
子
ど
も
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
風
疹
の
抗
体
価
が
低
い

妊
婦
の
配
偶
者
も
、
無
料
で
抗

体
検
査
が
受
け
ら
れ
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

八
幡
平
温
泉
郷
の

街
路
灯
整
備

問　

八
幡
平
温
泉
郷
の
、
住
宅

周
辺
の
街
路
灯
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

温
泉
郷
に
お
け
る
街
路

灯
の
整
備
は
、
現
地
調
査
や
関

係
機
関
と
の
調
整
、
地
元
住
民

の
意
見
も
伺
い
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

市
道
中
田
野
駄
森
線

整
備
計
画

問　

市
道
中
田
野
駄
森
線
の
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
道
整
備
計
画
と
の
整

合
を
図
り
、
ア
ク
セ
ス
道
路
な

ど
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

森
林
経
営
管
理
法
ス
タ
ー
ト

市
実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

理
想
と
す
る
「
完
全
給
食
」

「
ご
飯
弁
当
」
持
参
方
式

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

持ち主がいなく放置された森林ご飯弁当持参の学校給食

市
の
人
口
減
少
は
著
し
い

新
し
い
施
策
な
ど
で
努
力

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

問　

市
の
人
口
推
移
は
、
市
が

定
め
た
将
来
人
口
目
標
よ
り
、

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
各
施
策
の

見
直
し
が
必
要
だ
。

企
画
財
政
課
長　

予
算
編
成
時

に
は
、
人
口
減
少
対
策
の
足
り

な
い
事
業
に
、
新
し
い
施
策
を

講
ず
る
よ
う
、
各
課
に
繰
り
返

し
求
め
て
い
る
。

問　

将
来
人
口
目
標
を
推
進
す

る
た
め
の
、
庁
内
推
進
会
議
や

有
識
者
会
議
が
、
１
年
半
も
開

催
さ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
だ
。

企
画
財
政
課
長　

有
識
者
会
議

は
、
今
年
度
中
に
開
催
す
る
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置

問　

小
中
学
校
の
、
全
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
が
、
来
年
の
夏
ま
で

に
設
置
で
き
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

国
の
新
し
い

支
援
策
を
活
用
す
る
も
の
で
、

総
額
で
７
億
円
を
超
え
る
。
来

年
夏
ま
で
の
設
置
は
確
約
で
き

な
い
が
、
可
能
な
限
り
早
く
設

置
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

国
保
税
の
減
税
を

問　

国
保
税
の
資
産
割
を
廃
止

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

固
定
資
産
税
の
二
重
取
り
と
い

う
声
や
、
相
続
し
て
な
い
不
動

産
は
賦
課
対
象
外
な
ど
、
不
公

平
な
仕
組
み
だ
。
資
産
割
を
廃

止
し
、
そ
の
減
額
分
は
、
国
保

会
計
剰
余
金
で
補
て
ん
す
る
減

税
を
行
う
べ
き
だ
。

副
市
長　

資
産
割
で
約
５
千
万

円
の
賦
課
金
額
で
あ
る
。
国
保

会
計
の
剰
余
金
は
約
３
億
円
あ

る
が
、
今
後
の
医
療
費
の
推
移

は
不
透
明
な
の
で
、
減
税
は
時

期
尚
早
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

現
行
の
学
校
給
食
は
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
「
ご

飯
弁
当
」
持
参
の
主
食
と
、
給

食
セ
ン
タ
ー
が
作
る
豪
華
な
副

食
に
よ
る
、
理
想
的
な
「
完
全

給
食
」
で
あ
る
。
児
童
虐
待
に

お
け
る
ネ
グ
レ
ク
ト(

育
児
放

棄)

を
許
さ
ず
、「
子
ど
も
食
堂
」

の
必
要
も
な
い
、
八
幡
平
方
式

の
「
完
全
給
食
」
を
、
県
内
は

も
と
よ
り
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
以
下
に
つ
い
て
問
う
。
学

校
給
食
の
栄
養
量
が
摂
取
基
準

に
達
せ
ず
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

内
容
を
伺
う
。

教
育
長　

半
日
分
と
さ
れ
る
基

準
の
８
割
を
確
保
し
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
の
成
長
や
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

平
舘
高
校
へ
の
給
食

問　

今
春
、
平
舘
高
校
の
生
徒

が
医
大
に
合
格
す
る
な
ど
、
給

食
の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

地
元
高
校
に
も
学
校
給
食
を
提

供
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

教
育
長　

平
舘
高
校
は
、
礼
節

や
学
業
な
ど
に
大
変
素
晴
ら
し

い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
学
校

給
食
の
提
供
は
、
高
校
存
続
に

向
け
た
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

有
効
な
施
策
と
思
料
さ
れ
る
。

要
望
が
あ
れ
ば
学
校
側
と
と
も

に
検
討
し
て
い
く
。

雑
穀
生
産
の
振
興

問　

雑
穀
の
生
産
量
と
売
上
、

生
産
振
興
の
在
り
方
を
伺
う
。

市
長　

寺
田
地
区
特
産
品
組
合

に
お
け
る
平
成
２9
・
30
年
の
２

年
間
で
、
雑
穀
の
出
荷
実
績
は
、

４
４
６
７
㌔
（
㌘
）
、
４
７
１

万
６
１
９
０
円
で
あ
る
。
生
産

量
と
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る

施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

人口減少に歯止めを掛ける計画書
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問　

２
０
１
９
年
度
、
県
教
委

の
高
校
再
編
案
で
は
、
平
舘
高

校
な
ど
７
校
を
１
学
級
減
と
し
、

葛
巻
高
校
な
ど
４
校
の
学
級
減

は
見
送
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

平
舘
高
校
普
通
科
が
、
１
学
級

減
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長　

平
舘
高
校
普
通
科
の

１
学
級
減
の
決
定
は
、
地
域
に

非
常
に
大
き
な
危
機
感
を
与
え

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
卒
業

生
の
多
く
が
地
元
に
就
職
し
、

活
躍
し
て
お
り
、
地
域
の
発
展

に
は
、
地
元
の
高
校
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
市
は
、
平
成
２9

年
度
か
ら
新
た
に
、
大
学
進
学

希
望
者
を
対
象
と
し
た
外
部
教

師
に
よ
る
特
別
課
外
授
業
を
行

う
進
学
対
策
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
国
公
立
大
学
へ
の
入
学
希

望
者
も
増
え
て
い
く
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
平
舘
高
校
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
取
り
組
み
を
市
内
の
小

中
学
生
や
保
護
者
な
ど
に
情
報

を
提
供
し
、
入
学
希
望
者
の
増

加
に
努
め
る
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技

選
手
・
指
導
者
充
実

問　

八
幡
平
市
の
ス
キ
ー
ジ
ャ

ン
プ
の
選
手
や
指
導
者
が
、
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。
選
手
育
成

と
、
指
導
者
の
充
実
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

市
長　

選
手
育
成
や
指
導
者
の

充
実
は
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
ジ
ャ
ン
プ
競

技
の
魅
力
を
発
信
し
、
ど
う
す

れ
ば
小
林
選
手
や
永
井
選
手
に

続
く
、
未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
育
成
で
き
る
か
、
関
係

団
体
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
舘
高
等
学
校
１
学
級
減

入
学
希
望
者
増
に
努
め
る

小
お の で ら

野寺昭
しょういち

一 議員
（八起会）

統
合
保
育
所
と
道
路
の
安
全

状
況
を
見
て
整
備
を
検
討

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員
（日本共産党）

平舘高校創立 70 周年記念式典保育所建設予定地に接する交差点

問　

統
合
保
育
所
建
設
予
定
地

に
接
す
る
道
路
に
つ
い
て
、「
交

通
安
全
上
極
め
て
問
題
あ
り
」

と
の
住
民
の
声
が
強
く
あ
る
。

保
育
所
建
設
と
合
わ
せ
て
、
交

通
安
全
対
策
と
し
て
の
道
路
整

備
が
必
要
と
判
断
す
る
。

建
設
課
長　

朝
夕
１
０
０
台
程

度
の
送
迎
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
が
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る
の

か
な
ど
の
、
状
況
を
見
な
が
ら

整
備
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
交

差
点
の
優
先
表
示
な
ど
に
つ
い

て
は
、
順
次
検
討
す
る
。

空
き
家
対
策
の
進
捗

問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

緊
急
に
対
策
が
必
要
な
の
は
特

定
空
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
行

う
条
件
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長　

約
６
０
０
件

の
空
き
家
の
う
ち
、
特
定
空
家

候
補
は
１
３
６
件
だ
が
、
ま
だ

特
定
空
家
と
し
て
認
定
は
し
て

い
な
い
。
認
定
さ
れ
な
い
と
、

条
例
に
基
づ
い
た
作
業
は
進
ま

な
い
。

完
全
給
食
の
実
施

問　

今
、
政
治
が
正
面
か
ら
向

き
合
う
べ
き
課
題
は
貧
困
で
あ

り
、
学
校
給
食
も
そ
の
視
点
が

必
要
で
あ
る
。
全
国
約
２
千
数

百
カ
所
で
、
子
ど
も
食
堂
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
さ

ま
ざ
ま
の
形
態
が
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
学
校
給
食
に
お
い
て

は
、
必
要
な
食
事
、
栄
養
が
摂

取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
の

も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
も
、
完
全
給
食
実
施
の
意

義
が
あ
る
。

教
育
総
務
課
長　

今
の
方
式
で

も
十
分
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

議会の動き

（10月16日～１月25日)

１0月

▲

１6日　議会運営委員会所管事務調査（～１8日）

▲

１7日　福島県喜多方市議会会派視察来庁、新潟県佐渡市議会

　　　　会派視察来庁

▲

２0日　平成30年度六市議会議員協議会スポーツ交流大会

▲

２２日　議会広聴広報常任委員会所管事務調査（～２4日）

▲

２5日　全国過疎問題シンポジウム２０１８ｉｎやまぐち（～

　　　　　　　　２6日）

▲

２9日　平成30年盛岡北部行政事務組合議会第２回定例会

▲

30日　平成30年盛岡地区広域消防組合議会１0月定例会、議会

　　　　広聴広報常任委員会

１１月

▲

８日　議会広聴広報常任委員会

▲

１２日　松西会・自由クラブ・工藤直道・会派議員研修（～１4

　　　　日）

▲

１4日　教育民生常任委員会協議会

▲

１9日　平成30年度岩手県市議会議員研修会、盛岡地区広域消

　　　　防組合研修（～２１日）

▲

２0日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会、 平成

　　　　　　　　30年１１月岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会

▲

２２日　議員全員協議会、 議会運営委員会、 議会広聴広報常任

　　　　　　　　委員会

▲

２4日　平成30年度八幡平市議会報告会 「議員と語る会」（～

　　　　　　　　２5日）

▲

２8日　議会運営委員会

１２月

▲

５日　議会運営委員会、平成30年第４回定例会(～１4日)、 議

　　　　　　　　会広聴広報常任委員会

▲

７日　総務常任委員会

▲

１0日　議会改革推進会議

▲

１２日　議会運営委員会

▲

１4日　総務常任委員会、委員会・会派・視察研修報告会、議

　　　　会運営委員会

▲

２6日　議会広聴広報常任委員会

１月

▲

１0日　議会広聴広報常任委員会

▲

２3日　議会広聴広報常任委員会
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問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■ 応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」を

読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、

はがきやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中か

ら抽選で１0人に八幡平市共通商品券500円分をお贈りします(当

選者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒0２8-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0１95-74-２１05　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　平成3１年３月８日㈮(当日消印有効)

■前回(№53)の正解　１億(５千万円)

　　　　　　　　　　応募者　１6人　　正解者　１6人

ク イ ズ

12月現在の

保育待機児童数は

〇〇名

次は　３月定例会　（予定)

　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ

とができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市

役所３階の議会事務局までお越しください（受付で住

所や氏名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階

のテレビでライブ中継を行っているほか、インター

ネット(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画

配信しています。

期　日 内　容

２月２１日㈭ 市長施政方針演述  ほか

２月２２日㈮

～
３月４日㈪

休会

３月５日㈫～８日㈮
会派代表質問、一般質問、

議案審議、予算特別委員会

３月９日㈯・１0日㈰ 休会

３月１１日㈪～１5日㈮ 予算特別委員会

３月１6日㈯・１7日㈰ 休会

３月１8日㈪ 委員長報告  ほか

八幡平市議会活動レポート

会派視察研修

　兵庫県三木市で、旧三木鉄道跡地を活用した遊歩道

「別所ゆめ街道」によるまちづくり、岡山県瀬戸内市で

は、移住・定住促進のための住まい探しサービスの事

例を学びました。岡山県高梁市の図書館では観光案内

所があり、「蔦屋書店」や「スターバックスコーヒー」

を運営する図書館として、注目されている取り組みを

視察研修しました。

松西会・自由クラブ・工藤直道・

会派議員研修

兵庫県三木市「別所ゆめ街道」によるまちづくり

会派視察研修報告会

　当市議会では、常任委員会が行った行政視察や、会

派などが行った政務活動費を活用した行政視察につい

て、議員間の情報共有を目的として、報告会を行って

います。これは、議会基本条例で義務付けられており、

平成２8年度から実施されているものです。今回は、１２

月定例会最終日に、議会運営委員会、議会広聴広報常

任委員会、松西会、工藤剛議長などが行った行政視察

について報告がなされました。

情報共有を目的に報告会を実施

議員全員協議会

　１１月２２日に議員全員協議会を開催し、市から平成3２

年３月１9日までの新市立病院の本体建築工事期間中に、

ＭＲＩやＣＴなどの医療機器設置が必要なため、平成

3１年３月までに備品購入契約を行うことについてと、

多年にわたり社会の発展向上に貢献された満１００歳

の高齢者に対し、贈呈される長寿祝金の見直しについ

てなどの説明がありました。

新市立病院の備品購入などを説明

議員全員協議会

今回は、全議員および市当局職員（希望者）
も参加し、行政視察の情報を共有しました

市指定文化財などを視察し課題把握

　市指定の有形・無形文化財（鹿角街道一里塚、サワラの

巨木など５件）について現地踏査し、管理者から現況と課

題をお聞きしました。県内唯一の女人禁制の西根寺田の土

沢浄屋では、茅葺き屋根の管理と行事継承などの課題提起

がありました。市博物館では、企画展「飢饉を生きる」を

見学。江戸時代の４大飢饉を乗り越えた村人たちが生活の

心得を記録し、後世に伝えた古文書と餓死供養塔の由緒を

学びました。市内小中学校長との意見交換会では、深い教

育理念と特色ある実践活動について話題提供がありました。

教育民生常任委員会
■期日・場所　11月14日・八幡平市内

■内容　市指定文化財・市博物館などの視察研修および

　　　　市内小中学校長との意見交換会

西根寺田の土沢浄屋

委員会活動報告
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　平成も終える中、寂しさもあり

ますが、夢と希望、活力を与える

健やかな元年が待っています。自

然豊かな環境に恵まれている市は、

もっと美しさをアピールし、観光

客に一層浸透させることが大切で

す。さて、議員に要望させていた

だきたいです。議員個々の声を集

約し、市当局に全議員の政策とし

て、発言する場があっていいので

はないか。確かに、一般質問では

多種多様な発言に感動・感謝して

おりますが、地域にもっと笑顔を

と願う者として、さらなる市政発

展に頑張っていただきたいです。

議 会 の ま ど

全
議
員
の
声
を
集
約
し

当
局
へ
発
言
す
る
場
を遠

えんどう

藤弘
ひ ろ み

見  さん

（帷子）

ど
の
自
治
体
で
も
、
医
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に

つ
い
て
問
題
を
抱
え
て
い

る
の
で
、
医
療
機
関
発
展
に
努
め

て
ほ
し
い
。
（
大
更
・
3２
歳
男
性
）
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根
病
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に
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耳
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す
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し
い
。（
平
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議
会
の
ま
ど
を
読
み
、
年

を
重
ね
て
も
周
囲
へ
の

感
謝
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
優
し

い
ま
な
ざ
し
と
思
い
や
り
を
持

ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。(

柏
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女
性
）

クイズで寄せられ

た意見などを紹介

します。

声

学校紹介

松野小学校児童会長

鈴
すず き

木堅
けん と

斗　さん

松
野小学校の児童会スロー

ガンは、「スマイルフレン

ドリー、笑顔で仲良く活動しよ

う」です。１１月に行われた「松

小祭」の目標は、「松小祭で笑顔

と友情を深めよう」でした。当

日は、縦割班で店を出し、楽し

く過ごし、１年生から６年生ま

でが友情を深め、より良い学校

になったと思います。

　八幡平市議会のホームページには、は

ちまんたい議会だよりのほか、議会日程

（会期日程、一般質問の通告一覧）や議

決結果、会議録（キーワード検索できま

す）などを掲載しています。ご覧くださ

い。

市議会ホームページにアクセスを

平成30年第４回定例会

傍聴者数

29人


